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はじめに

スポーツにおける顎口腔系外傷は受傷時の痛みや不
快症状だけでなく，全身機能にも影響することがあり
ます。また，栄養低下，睡眠障害などが，プレー時の
集中力の欠如などを生じ，結果として全身の外傷やパ
フォーマンスの低下に繋がることも考えられます。さ
らに，審美的，精神的問題が，一生続くことも少なく
ないようです。

近年，スポーツマウスガード（以下マウスガード）
による顎口腔系外傷の軽減，予防効果は，基礎的研究

（図１），フィールド調査などにより明らかにされ，ス
ポーツ関係者のマウスガードへの認知度は高まり，そ
の普及も進んでいるものと思われます。

マウスガード自体の効果は，①運動時における選
手，スポーツ愛好家自身の顎口腔系外傷の予防・軽
減，②歯が凶器となって他の競技者の頭・額などを傷
つけることの予防・軽減，③スポーツクレンチングに
よる咬耗，歯周組織のトラブル，補綴物，顎関節など

キーワード　　マウスガード／緩衝スペース／光重合材
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の損傷の予防軽減，④破折した歯冠などの気管，肺な
どへの迷入の予防，⑤間接的な衝撃力により生ずる脳
震とう（脳震とうは直接頭部への衝撃力により起こる
ものと，下顎，身体へ加わった衝撃力が脳頭蓋へ作用
し生ずる間接的な力によるものの２種類があります）
の予防軽減の可能性などが挙げられます。

また，適切な咬合関係を有するマウスガードを装着
した選手が，危険を察知した場合に，しっかり噛んで
防御姿勢をとり，頭頸部の筋を適切に緊張状態とする
ことで，頭部や下顎骨の安全性をさらに高めることが
できるものと思われます（図２）。図２上は，ラグビー
コンタクト時に，マウスガードを噛みしめることで，
咬筋とともに胸鎖乳突筋の筋活動が上がり，結果とし
て頭部加速度が減少することを表したもので，間接的
な外力による脳震とうに対しての可能性を示したもの
です。
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図１　マウスガードの効果 図２　マウスガードと噛みしめの効果
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１．カスタムメイドマウスガード

マウスガードの利点は少なくありません。しかし，
マウスガード使用時の外傷が少なくないこと，不適切
なマウスガードによる顎関節，運動能力への悪影響の
あることも事実のようです。これは，未だにスポーツ
店などで購入し，選手自身で調整して使用するボイル
＆バイトタイプ，インターネットなどで購入するタイ
プなどの適切とは言えないマウスガードが使用されて
いることが，主な原因と思われます。歯科医師の関与
した適切なカスタムメイドタイプのマウスガードの使
用が望まれます。カスタムメイドタイプのマウスガー
ドは市販タイプと比較すると歯科医師による正確な印
象採得・咬合採得を基に製作されるため適合性や安全
性に優れています。

カスタムメイドタイプにも様々なタイプがありま
す。一枚法のマウスガードにももちろん，高い効果が
期待できます。その中でもインパクトガードの柔らか
な噛み心地は選手に好まれることが少なくありませ
ん。しかし，一枚法のマウスガードを使用した場合，
前歯部に開口がある症例などで，全歯列の咬合接触を
得ることは難しいこともあります。厚みのあるマウス
ガード材を使用することも一考ですが，装着感を損な
わないように口蓋部などを削合調整するのは大変で
す。そこで，従来の一枚法バキュームタイプの欠点を
補った改良型一枚法マウスガード（一枚のマウスガー
ド用シートの使用で，安全性の確保に不可欠な前歯部
までの咬合を確立できるタイプ）もご紹介したいと思

います。
実際，軟性材を用いたマウスガードを装着しても防

ぎきれない外傷のあることも事実です。エチレン酢酸
ビニルアセテート材（EVA 材）などの軟性材料を用
いたマウスガードの外傷予防効果は，その厚みに依存
しています。

２．ハード＆スペースタイプマウス
ガード

当研究室では材質，設計を考慮した，より安全性の
高いマウスガードを求めて研究を重ねてきました。そ
の一つとして軟性材２枚を使用するラミネートタイプ
マウスガードの前歯部に，アクリル材などの硬性材を
挿入し，かつマウスガード内面と歯面との間にスペー
ス（緩衝腔隙）を設けるハード＆スペースタイプマウ
スガード（図３）を考案いたしました。このタイプは，
外傷の多い上顎前歯の安全性を高めるものです。前述
したように軟質材のみで製作したマウスガードは，衝
撃エネルギーを吸収することで主に安全性を担保して
います。　

一方，このマウスガードは，①軟性材による衝撃エ
ネルギーの吸収に加え，②硬性材により衝撃エネル
ギーを広く分散し一点での集中をさけるとともに，③
緩衝スペースでエネルギーを大きく吸収する効果が期
待できます。さらに，④過大なエネルギーの場合に
は，硬性材が破損する（破壊エネルギーとして消費さ
れる）ことによって歯をより堅固に守れるものと思わ

図３　ハード＆スペースタイプマウスガードの設計と効果
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れます。実際このタイプは，EVA 単体のものに比べ
はるかに高い衝撃吸収能を有していることを実験的に
証明1) し，多くの選手に提供し良好な結果を得てきま
した。

しかし，このタイプの製作には，熟練を要し，それ
が普及の妨げになっていたと考え，株式会社ジーシー
との共同研究で，製作法を簡便とするため，アクリル
材などの硬性材にかわる，光重合型のインナーフレー
ム LC を開発しました。この材料の衝撃に対する効果
もすでに報告2) 済みで，その普及が望まれます。

各マウスガードの製作法の前に，マウスガード製作
に必要な一般的な事項をここで，お話したいと思いま
す。印象採得に先立っては，カリエス，歯肉の状態，
補綴物の装着を診査するのみでなく，顎関節，顎口腔
系の筋，脳振とうの既往等を含めた，口腔内外の十分
な診査をし，必要があれば適切な対応を行います。ま
た，スポーツの種類，ポジション，レベルなどへの配
慮も必要です。コンタクトスポーツ用マウスガードを
製作する場合には歯肉頰移行部の最深部までしっかり
印象採得されている必要があります。さらにマウス
ガードにおいても，咬合関係は重要です。対合歯の印
象も行い，咬合器上での調整と最終的な口腔内での咬
合調整が理想です。

３．インパクトガードを用いたマウス
ガードの製作法

インパクトガードを吸引型の成形器（プロフォーム）
を用いてバキューム成形し，慎重に咬合調整を行い，
最後に外形を整えます。咬合調整前に外形でカットす
ることもありますが，加熱・加圧による変形を防ぐた
めこのような方法をとることがあります。またこの選
手は，コンタクトの危険がほとんどない車いすフェン
シングの選手ですので，少し唇頰側の外形を短めとし
ております（図４）。

４．改良型一枚法マウスガードの製作法

一枚法マウスガードは製作が簡便であり普及タイ
プ，外傷の少ない種目には適していると思います。し
かし，選手の咬合関係によっては前歯部の適切な咬合
関係が得られないことも少なくありません。このよう
な場合，前歯唇面より外力が加わった場合，下顎のサ
ポートが得られないため，加衝歯の受ける衝撃力・ひ
ずみが大きくなり危険です（図５）。

このような場合，改良型一枚法マウスガードで対応
することができます。マウスガード材を吸引成形する
前に，上顎前歯の口蓋側に材料を貼付しておきます。
これだけで全歯列が接触する咬合関係が得られます。
技工操作において口蓋側に置いたマウスガード材の小

図４　インパクトガードを用いたマウスガードの製作法
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片とシートの接着を良好なものとするため，表面を一
層削りの汚れを取る，接着剤を適切に使用する，加熱
した面を途中で反転し直接接着面とすると，EVA 材
を使用することに気を付けてください。もし可能であ
れば加圧タイプの成形器で製作を行って接着性，適合
性をより良いものとしてください（図６）。

５．  インナーフレーム LC を用いた
ハード＆スペースタイプマウス
ガードの製作法

インナーフレーム LC を用いたハード＆スペースタ
イプマウスガードは，基本的に最も外傷の多い両側中
切歯切端側1/2の唇側面に0.5mm のスペースを設け
ます。このスペースは他の前歯に補綴物やインプラン
トがある場合にはその部位にも設定します。２層目の
ハード材・インナーフレーム LC を内外層の EVA 材

で鋏み製作します。２層目のハード材は，衝撃を広範
囲に分散するため，両側犬歯あるいは第一小臼歯まで
の唇頰側歯冠部を被覆します。

１層目の材料の加圧成形，形態修整，咬合調整を通
常通り行い（図７），２層目のインナーフレーム LC
の圧接を行います。お湯で軟化後，保護シートを剥が
し厚みが変わらないように弱圧で行います。光重合は
ラボライト（５分）が理想ですが，ハンディタイプの
重合器でも行えます（図８）。表面処理を行った後，
３層目の EVA 材を加圧成形し，咬合調整を咬合器
上，口腔内で行います。ネームタグ，チームロゴなど
は選手のマウスガードに対する意識を変えることがあ
ります。口腔内に装着されたハード＆スペースタイプ
マウスガードです（図９）。通常のラミネートタイプ
あるいは厚めのシートを用いた一枚法のマウスガード
と何ら変わることはありません。格段に安全性が高い
ことを除いては！

図５　前歯部口蓋側咬合の必要性

図６　改良型一枚法マウスガードの製作法
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提供　株式会社ジーシー

おわりに

多くのスポーツに関連した顎口腔系外傷を防ぐため
にも，選手の口腔内状態，参加種目，競技レベルなど
に適したマウスガードを提供することが必要と思われ
ます。今回ご紹介した，インパクトガードを用いたバ
キュームタイプマウスガード，改良型一枚法マウス
ガードもその安全性は評価に値するものと考えます。
材料の利点を生かして適切なマウスガードを，選手に
ご提供ください。

また，インナーフレーム LC を用いたマウスガード
は従来のハード＆スペースタイプマウスガードの利点
である高い耐衝撃性をそのままに，製作法を通常のラ
ミネートタイプのマウスガードと変わらないレベルま
で，容易にできたと思います。

是非とも，この安全性の高いマウスガードを少しで
も多くの選手に提供し，スポーツに関連する歯牙外
傷，顎口腔系外傷を防止・軽減し，我が国のスポーツ
の振興，競技力の向上に歯科から大いに支援できれば
と思います。一人でも多くの歯科関係の方のご賛同が
得られれば幸いです。

＊　　　　＊

本稿に関連し，開示すべき利益相反はない。
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図７　インナーフレーム LCを用いたハード＆スペースタイプマウ
スガードの製作法１

図８　インナーフレーム LCを用いたハード＆スペースタイプマウ
スガードの製作法２

図9　インナーフレーム LCを用いたハード＆スペースタイプマウ
スガードの製作法３


